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概要 

 

政府統計の精度維持・向上が喫緊の課題となる中で、データ・エディティング、特に欠

測値補完（インピュテーション）は避けて通れない事項であり、海外でも国際会議や統計

機関の発表するワーキング・ペーパーなどでの議論が活発に行われるようになってきてい

る。このため、諸外国におけるデータ・エディティング、特に欠測値補完の状況について、

公開情報として入手可能な文献を調査した。 

その結果、現時点で行われているインピュテーションはホット・デック法、比率代入法

などの伝統的な手法が多く、回帰代入法や平均値代入法を用いている国（機関）も多い一

方で、高度な分布モデルに基づいた手法も検討されていること、行政情報の統計作成への

利用の進展に伴って、そのためのインピュテーションの必要性や、行政情報による統計の

インピュテーションについての報告も見られること、欧州統計システム(ESS)や一部の国で
は手法の標準化が試みられていること、インピュテーションのロバスト化手法については、

外れ値を除去してからのホット・デック法の適用、平均値に代わる中央値やトリム平均の

使用、winsorizationの採用などが見られることが分かった。 
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Abstract 

 

While maintenance and enhancement of accuracy in official statistics are emerging as urgent 

issues, data editing, including imputation of missing data, is recognized as an inevitable matter 

and active discussions in international conferences and working papers are taking place outside 

Japan. In this concern, we reviewed foreign literatures, which can be accessed publicly, on 

current condition in imputation of missing data in official statistics.  

We found that current methods of imputation are mostly conventional, such as hot-deck or 

ratio imputation while many countries and organizations are using regression or mean 

imputation method as well, whereas advanced methods based on distribution models are under 

examinations, that utilization of administrative data for statistics lead to necessity of imputation 

for that purpose and/or imputation of statistics using administrative data, that ESS (European 

Statistical System) and some countries are seeking for standardization of methodology, and that 

hot-deck method after removing outliers, use of median or trimmed mean in place of 

conventional arithmetical mean, and winsorization are used to obtain robustness of imputation.  
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０． はじめに 

日本の公的統計において、これまで欠測値補完（インピュテーション）を含むデータ・

エディティングについての大規模な議論は行われてこなかった。これは、話題の性質上、

現状を公開しにくいなどの事情があったものと思われるが、政府統計の精度維持・向上が

喫緊の課題となる中で、データ・エディティング、特にインピュテーションは避けて通れ

ない事項であり、海外でも国際会議や統計機関の発表するワーキング・ペーパーなどでの

議論が活発に行われるようになってきている。 

このため、日本における検討の端緒とすることを目的として、諸外国におけるデータ・

エディティング、特に欠測値補完（インピュテーション）の状況について、ネットなどで

公開情報として入手可能な文献を調査した。調査対象としたのは、各国統計機関が公表し

た論文や国際会議用のプロシーディングなどで、近年のものを中心に、必要に応じて過去

に遡る方法を取った。 

公的統計の欠測値補完（インピュテーション) は、わが国では長らく実務的な課題と考え

られ、学術的な議論にさらされていなかったこともあり、宇都宮・園田(2001)や平川・鳩貝

(2012)に記されているように、方法の整理についてはっきりとしたコンセンサスはなく、日

本語の定訳も存在しない1。このため、本稿では宇都宮・園田(2001)に倣って、用語などは

基本的に原文に従い、必要に応じて原語や注釈を付記することとした。 

構成は、１．が国内の先行サーベイ、２．がアメリカ合衆国、３．が欧州諸国、４．が

その他、５．がまとめとなっている。 

 

１． 国内の先行サーベイ 

 平成 24年度に内閣府が野村総合研究所に委託して行った「統計データの補完推計に関す

る調査」2では、米国センサス局、労働統計局 (BLS) 及びカナダ統計局にヒアリングを行い、

米国の人口センサス、地域社会調査 (American Community Survey, ACS)（以上センサス局）、

職業雇用統計 (Occupational Employment Statistics, OES)（労働統計局）、労働力調査 (Labour 

Force Survey, LFS)（カナダ統計局）について、その第 4章にまとめている。 

その結果、米国では人口センサスの項目非回答3について Assignment、Allocation、代替

(Substitution) の 3つの手法を組み合わせた対応、ACSの項目非回答について Assignment、

Allocation の 2つの手法を組み合わせた対応を取っていること、OES では、ユニット非回

答の事業所の従業員構造について最近隣法に基づくホット・デック法4による代入を行った

                                                  
1 “imputation” の訳語としては（独）統計センター及びその周辺では「補定」が使用されているが、以下の
方針に基づき、本稿では「欠測値補完（インピュテーション）」又は単に「インピュテーション」を用いる。 
2 野村総合研究所（2013)。 
3 調査対象の一部項目の回答が得られないことを項目非回答 (item nonresponse) と言い、全項目の回答が得
られないユニット非回答 (unit nonresponse) と区別している。 
4 広い意味の「ホット・デック法」は、インピュテーションのためのデータを同じ調査から得る手法全般
を指すが、以下の議論を通じて、あるデータの変量の欠測した部分に、観測された部分が一致する他のデ

ータ群から代入する手法を指しているようである。これは、日本で言う「窓法」や「世帯類型データベー
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後、ユニット非回答及び項目非回答の事業所に賃金ごとの従業員数分布の代入を行ってい

ること、カナダでは LFSにおいて、項目非回答についてはドナーを用いたランダム・ホッ

ト・デック法による代入、前月からの横置き (Carry-Forward)、推定による代入を行い、ユ

ニット非回答については回答履歴の状況に応じて、ホット・デック法あるいはウェイト付

けによる補完を行っていることが分かったと記述している。 

ここで、Assignment はその回答者の他の回答項目から推測される値を代入する手法、

Allocationは類似した他の回答者の回答から推測される値を代入する手法（「最近隣法等の統

計学的な処理を含む手法の総称で、具体的にはホット・デック法が用いられている」との

記述あり。）、「代替 (Substitution)」は「世帯内のすべての対象者に関する回答が欠測してい

る場合、近隣の世帯の回答に基づいて補完する」とされている。 

また、高橋 (2016) は、選択的 (Selctive) エディティングを中心に政府統計データのエデ

ィティングに関する国際的動向を論じているが、付録として過去 2回5の国連の欧州経済委

員会 (United Nations Economic Commission for Europe, UNECE) 欧州統計家会議 (Conference 

of European Statisticians, CES) の「統計データ・エディティングに関するワークセッション」 

(Work Session on Statistical Data Editing) の報告論文の概要を掲載している6。この会合は、

2000年以降ほぼ 1年半に 1回各国の統計家が集まってインピュテーションを含むデータ･

エディティングについて各国から報告し、議論しているもので7、各会合には欧州各国の他、

カナダ、ニュージーランド、米国、日本なども参加している。会合のアジェンダ及び発表

内容（プレゼン資料及び論文) は UNECEのサイト上に公開されており、各国の事情を知る

ことができる。 

高橋(2017) 8は、政府統計ミクロデータの作成・提供に焦点を当て、欠測値の処理を論じ

ているが、その中で、UNECE会合の参加 23機関に対して、インピュテーションの手法と

して回帰代入法、比率代入法、平均値代入法、ホット・デック法の使用状況についてアン

ケートを行い、87%の回答を得ている。その結果、ホット・デック法は 100%、他の手法も

95%の機関で使用されており、よく使用されている手法としてはホット・デック法 (65%)、

次いで比率代入法 (60%) が挙げられ、統計の種別には事業所・企業統計で比率代入法 

(80%)、世帯統計でホット・デック法 (80%) の使用が多くなっていると記述している。 

なお、前述の宇都宮・園田 (2001) では、Bailar and Shapiro (1981) を引用する形で、「米

国のセンサス局では（中略）『人口統計の分野では、似通った特性を持つ回答者を代入する

Hot Deck を用いる』一方、『経済統計の分野では、同一標本や同業種の過去値を基礎とする』

といった大枠の考え方を示している。」と記述している。 

                                                                                                                                                  
ス」に近い手法であるが、両者は前回の調査データを用いているためむしろコールド・デックに属する。 
5 2014年のパリ会合及び 2015年のブダペスト会合。 
6 ただし、あくまでも本論の参考としての要約で、必ずしも各国のインピュテーションの現状に言及して
いないため、本稿を書くに当たって改めて元報告を参照した。 
7 最新の会合は 2015年 9月にハンガリーのブダペストで開かれている。次回は 2017年 4月にオランダの
ハーグで開かれる予定。 
8 経済統計学会の学会誌「統計学」創刊 60周年記念事業特集に寄稿された論文である。 
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２． アメリカ合衆国 

分散型の統計制度を有する米国では、センサス局やその他の官庁の統計部局が統計に関

する研究を行い、さまざまな機会に発表を行っている。ここではセンサス局の公式の業務

報告、センサス局に属する The Center for Statistical Research & Methodology (CSRM) 9の研究

報告書、センサス局のその他の公表論文、センサス局以外の公表論文に分けて記述する。 

 

（センサス局報告書） 

米センサス局では、2000 年人口センサス以降、人口センサスの項目非回答についての報

告書を作成しており。Zajac (2003)、Rothhaas et al. (2012)などではその発生状況の他、上記各

補完手法の解説、適用状況の分析などを公開している。なお、Rothhaas et al. (2012)では、2000

年人口センサスでの項目非回答の報告書として Norris (2003) を挙げており、これは報告書

番号から見て Zajac (2003)と対を成すものと思われるが、ネット上に発見できない10。 

また、人口センサスのロング･フォーム調査を独立させた地域社会調査のインピュテーシ

ョン手法について、Slud (2015) は、1990年人口センサスのロング・フォームで行われた手

法（ホット・デック法）を踏襲していると記述している。この報告では、2値変量 (binary 

outcome variables) のインピュテーションを分布モデルに基づいた手法で置き換えることを

試み、かなり異なったものとなると評価している。 

 

（CSRM） 

CSRMでは、センサス局の業務に関する調査研究及び分析業務を行っており、その業務

には新たな手法やソフトウェアの開発が含まれている11。ここで作成した報告書は Research 

Report Seriesとしてまとめられ、ネットから入手できる。インピュテーションに関する報告

書には、Thibaudeau (1999)、Thibaudeau et al. (2006)、Chen (2007)、Winkler (2008)、Kim et al. 

(2008)、Erdman and Nagaraja (2010)などがある。 

このうち、Thibaudeau (1999) は、ホット・デック法を多変量変数に適用した場合、変量

間の相関を実際以上に高めてしまうとの問題意識から、サクラメント市におけるドレス・

リハーサルでの人口学的な項目の項目非回答につき、最尤推定に基づいた階層的対数線形

モデル (hierarchical log-linear model) を用いた結果をシーケンシャルなホット・デック法と

比較したものであり、その時点で一般的な手法は、固定セル (fixed-cell) 、シーケンシャル

又は最近隣 (nearest neighbor) によるホット・デック法であると記述し、モデルに基づいた

                                                  
9 2011年に統計研究課(Statistical Research Division)の大部分を改組して発足。この際、Research and 
Methodology Directorateと the Center for Survey Measurement and the Center for Disclosure Avoidance Researchは
独立した(CSRM, 2016a)。 
10 センサス局サイトのセンサスの評価報告書を集めたページに見当たらないものであるが、他の報告でも
ホームページからのリンクが見つからないものがあり、公表を前提としていないか整理が良くないと思わ

れる。 
11 https://www.census.gov/srd/csrm/ 
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アプローチは極めて豊か (rich) であると結論している。 

Thibaudeau et al. (2006) は、Survey of Income and Program Participation (SIPP)（所得及びプ

ログラム参加調査）における資産と負債のインピュテーションに用いられていた単変量の

後入れ先出し(last-in, first-out)スタックによるホット・デック法が、変数間の相関を弱める結

果をもたらしている可能性があるとの問題意識から、代替手法として多変量のホット・デ

ック法(Joint Hot-Deck Imputation)と予測平均法(Predictive Mean Imputation)を検討し、著しく

改善するとの結果を得ている。 

Chen (2007) は、カナダで開発された人口センサス用のエディット訂正システムの

CANCEISを合衆国センサスの 2006年のテストデータに適用し、合衆国で用いられている

if-then-else形式のエディット・ルールと必ずしも同じではないものの、先住民関係の一部の

データを除いてほぼ同じ結果となることを示している。 

Winkler (2008) は、従来のホット・デック法は、観測された変量の一致するドナーを見つ

けるために一致する変量を統合（collapse: 観測された変量のすべてを一致させられるドナ

ーがないため一部の変量だけで一致させること）せねばならないことが多く、そうでなく

ても変量間の同時分布が保存されないとの問題意識から、制約条件のある離散データ一般

に用いることができる対数線形モデルに基づいたインピュテーションの手法を論じ、制約

条件を満たしつつ同時分布を保存でき、インピュテーションによる分散の推計も容易であ

ると結論している。 

Kim et al. (2008) は、人口センサスのロング･フォームデータ（現在は ACSで代替）で用

いられていた数量項目の最近隣法によるインピュテーション (nearest neighbor imputation, 

NNI) の誤差分散の推定法を提案している。 

Erdman and Nagaraja (2010)は、ACSにおける小地域推計のための Group Quarters（日本で

言う施設等世帯）のインピュテーション手法を論じている（ACSは抽出調査なので、小地

域推計では標本の存在しない地域が発生するためで、欠測値の補完と言うよりも一種の合

成データ作成のためのインピュテーションと思われる。）。 

なお、CSRMの年度及び四半期の業務報告 CSRM (2016)a、CSRM (2016)b、CSRM (2016)c

によると、インピュテーションに関する共同研究プロジェクトとして、ソフトウェア12の開

発と評価、ACSのインピュテーションに関する研究開発、月次卸売調査 (Monthly Wholesale 

Trade Survey, MWTS) のインピュテーション手法に関する研究、経済センサスの生産物デー

タに関する欠測値補完についての研究が行われている。このうち、MWTS については CSRM 

(2016)aで、高度に歪んだ分布や経済センサスから得られた説明変数の欠測値などの課題が

あって、現在の Horvitz-Thompson (HT) とランダムなグループに基づいた推計値が標本理論

の示唆するほど良くなく、代替案として、(1) 変数間の関係を保つためのパラメトリック（多

変量正規）モデル、(2) 各変数の周辺分布を保つためのノンパラメトリックな単変量の密度

                                                  
12 センサス局では、エディティング、 インピュテーションと開示抑制の汎用ソフトウェア TEAを開発し
ている。 
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推定、(3) (1)と(2)を連結するためのコピュラ・モデルから推計値を得ることを提案し、2015

年の合同統計会議（後述）で構想 (idea) を発表した13と記述している。さらに、CSRM (2016)b

では母集団のデータを満たすためのインピュテーション手法を改良したとされ、CSRM 

(2016)cでは全数調査層、抽出層それぞれについて、欠測値に対して、ランダムフォレスト

を条件モデルとする連鎖方程式による多変量インピュテーション(MICE, Multivariate 

Imputation by Chained Equations)14を適用したと記述している。また、一般的な研究として、

CSRM (2016)aに、順次ロジスティック回帰 (sequential logistic regression) に基づいた品目と

度数のインピュテーション手順を実装したこと、空き家を特定し居住している住戸の一部

の計数を決定するために行政記録を利用する手法を開発したとの記述がある。 

 

（センサス局その他） 

報告書としてまとめられたものの他にも米センサス局は随時、アメリカ統計学会

(American Statistical Association, ASA) 等が集う合同統計会議 (Joint Statistical Meetings, JSM)

や UNECE のワークセッション等で発表を行っている。その報告の中でインピュテーショ

ンを扱ったものとしては、Thibaudeau et al. (1997)、Thibaudeau (2002)、Thibaudeau et al. (2007)、

Sands (2013)、Garcia et al. (2014) 、Garcia et al. (2015) などがある。 

Thibaudeau et al. (1997) は、2000年人口センサスのショート･フォームの人口学的項目の

インピュテーションに、多変量の予期せぬ状況 (multivariate contingencies) に対応可能なシ

ステムを考察したものであり、その中で、1990年センサスのインピュテーションの仕様は

複雑で長大であるが、もっとも重要なのは一種のホット・デック法、最後に観察された値

で置き換えるもの（上記のシーケンシャルなホット・デック法を指すと思われる）で、こ

の手法はインピュテーションの過程で変量の統計的な性質が失われる可能性があると記述

している。 

Thibaudeau (2002) は、Thibaudeau (1999)で得られた知見をカナダ統計局で発行している論

文誌 Survey Methodology用にまとめたものである（固定セル、シーケンシャル又は最近隣に

よるホット・デック法についての説明及び文献紹介有り）。 

Thibaudeau et al. (2007) は、全米科学財団 (National Science Foundation, NSF) がスポンサー

となってセンサス局が実施している研究開発調査 (The Survey of Research and Development 

in Industry, SRDI)15, の全数調査層 (certainty strata)16について、欠測値のインピュテーション

を行う方法と乗数補正 (calibration) を行う方法を比較している。その中で、全数調査層にお

                                                  
13 論文等未公表のため詳細不明だが、経済センサスを母集団として、標本調査で得られたデータを展開し
て推計値を得ている模様。MWTSと対を成す小売統計については、ビッグデータの利用の調査研究を行っ
ているとしているものの、インピュテーションについては言及なし。 
14 MICEについては、高橋・伊藤(2014)に解説されている。 
15 http://www.nsf.gov/statistics/srvyindustry/sird.cfm なお、この調査は Business R&D and Innovation 
Survey(BRDIS)に引き継がれた。https://www.census.gov/manufacturing/brdis/ 
16 背景に全数調査層でインピュテーションを行ったものの合計値が標本抽出層全体の合計値に匹敵すると
の問題意識がある。 
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ける R&Dの無回答の推計には ad-hocなホット・デック法が用いられており、その時点でそ

れを支援する公式の統計的な仮定が存在していないと記述している。当時行われていた手

法は、欠測値を前回或いはそれ以前の値を全体の増加率によって補正したもので置き換え

る手法で、論文では、この手法は一定の条件下で乗数補正を行うことに等しいことを示し、

誤差評価を試みている。 

Sands (2013)17 は、2010年人口センサスの 3項目（世帯主との関係、年齢、性別）に対し

「統計的な原理に基づいたランダムなインピュテーション」(statistically principled random 

imputation) を試みている。2010年センサスで実際に用いられた手法は「レガシー・システ

ム」とされ、50年以上の歴史を持ち、最近隣法によると記述する一方、新たに提案する手

法は、飽和対数線形モデル (saturated loglinear model) により多変量のインピュテーションを

行うもので、レガシー・システムに匹敵する結果を得るものの、年齢と性別については改

善の余地があると記述している。 

Rastogi et al. (2014) は、人種とヒスパニック系に関する項目非回答について、行政データ

の利用を論じている。センサス局では従来、最近隣あるいは類似の性質を持ったユニット

からの代入によるホット・デック法を用いていたが、レコード・リンケージ技術により 2000

年センサスその他の調査からの回答を利用して 2010年センサスの欠測値に人種とヒスパニ

ック系の回答を割り当てる (assign) ことができるようになり、ホット・デック法を要する

データの割合を人種については 50%、ヒスパニック系については 60%軽減することができ

たと記述している。 

Garcia et al. (2014) は、Thibaudeau et al. (2006) でも取り上げられた SIPPの主に収入につ

いて論じ、その中で現行の SIPPの欠測値のインピュテーションは主に（確定的）ホット・

デック法によっており、全世帯が欠測している場合はウェイトによる調整、世帯の一部の

構成員が（全量）欠測している場合は人口特性の一致する観測値によるホット・デック、

項目非回答については、回答されている項目からの類推（前記 Assignmentに当たると思わ

れる）又はホット・デックを行っていると記述している。当該論文では、従来の手法に代

えて、TEA（脚注 12を参照）によるランダム化されたホット・デック法及びモデルに基づ

いた順次回帰多変量法 (sequential regression multivariate imputation, SRMI) の 2種類の多重代

入法を検討し、モデルに基づいた手法は実現可能 (feasible) であること、モデルに基づく手

法の分散はランダムなホット・デック法より小さくなること、モデルによる手法にはモデ

ルに補助情報を取り込める可能性や多重代入法により誤差評価ができる利点があることな

どを結論している。 

Garcia et al. (2015) は、米国の経済センサスの調査内容（分類）が次回より北米生産物分

類体系 (North American Products Classification System, NAPCS) に合わせて大幅に変わり、生

産物と産業のリンクがなくなるとの問題意識から、比率 (Ratio) によるインピュテーション

                                                  
17 著者は CRSMではなく、人口センサスに関する研究開発を所管する部局(Decennial Statistical Studies 
Division)に所属している。 
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と SRMIを検討している。現行の手法は、分野ごとに異なり、鉱工業では総売上高との差を

「特定されず」としてインピュテーションを行わず、建設業では最近隣法によるホット・

デック、サービス業では総売上高からの比率によるインピュテーションを行っていると記

述している。比率法と SRMIでは、前者の方はエラーが少ないが分布の広い後者の方が欠

測情報の割合 (The Fraction of Missing Information, FMI) が小さいとしている。なお、比率法

の説明の中で、当てはまりに影響するかもしれない幾つかの (a few) 外れ値の存在について

言及しているが、特に対処法を示してはいない18。 

 

（米国その他） 

分散型の統計制度を有する米国では、センサス局以外のさまざまな官庁も統計に関する

研究発表を行っている。 

Osburn (2013) は、内閣府／野村総研の報告書でも触れられている職業雇用統計 (OES) の

賃金のインピュテーションを論じている。現行の方法は、同じ時期、都市統計地域

(Metropolitan statistical area, MSA)、産業（北米産業分類体系 (North American Industry 

Classification System, NAICS) で 4ないし 5桁）、企業規模のドナーを定め、十分な回答がな

い場合は統合 (collapse) したのちに分布の平均を代入する19が、この手法は州内格差が大き

い場合、統合により推計値への影響が大きくなり、小地域での公表が限られると記述して

いる。提案している手法は、賃金のレベルに基づいたより大きな 3段階の区分を用い、OES 

の地域の賃金レベルと各企業の賃金レベルの正確な推計に焦点を当てたもので、OES のデ

ータを雇用・賃金プログラム四半期センサス (Quarterly Census of Employment and Wages 

Program, QCEW) から得た企業の賃金についての補助データと併せて、誤差が入れ子になっ

た多変量の線形モデル (nested error linear model for the case of multivariate data) を用いたイ

ンピュテーションを行うものである。ここで用いられている LP法（Lohr and Prasad (2003)）

の主な作業は、分散共分散行列の推計であるが、共分散の要素の推計値は、外れ値に対し

て極めて敏感であるため、ロバストな手法によって推計されなければならないとしている。

ここでは、標準化したデータに winsorization20を適用し、M-推定量21を得ている。 

なお、Kaminski and Kapani (2009) によると、QCEWにおける雇用と賃金のインピュテー

ションは、対象企業の過去一年のトレンドを延長して行っている。当該論文は、この方法

では情勢の変化を取り込めないとの問題意識により、セル全体或いは最近隣の企業のトレ

ンドを用いる方法（それぞれ「比率法」、「最近隣法」と命名）の評価を試みているととも

に、除外すべき異常値の判定方法を論じ、「最近隣法」は誤差が大きく「比率法」の方が妥

                                                  
18 経済センサスの比率インピュテーションにおける外れ値の対処法については、（独）統計センターにおい
て研究中である。 
19 平均値を用いているが、代入する値を同じ調査から得ているため、野村総研の報告書ではホット･デック
法の一種とされているものと思われる。 
20 トリミングやウェイト付与により分布の両端の影響を小さくするロバスト化手法。 
21 最尤法のように、外れ値に影響されにくい推定量。 
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当であるとしている。 

Barboza et al. (2014) は、全米農業統計サービス (National Agricultural Statistics Service, 

NASS)22 で行っている農業資源経営調査 (Agricultural Resource Management Survey, ARMS) 

第 3フェーズ（アラスカとハワイを除く全米で毎年行われる、郵送、面接等複数のモード

により、NASS及び地域の両フレームを用いる、約 3万 5千の農場を対象とした抽出調査、

調査の一部は 51ページにのぼり、800の変量があるとの記述あり。）のインピュテーション

について論じている。現行の手法では、欠測値には、地域、農場の種類、売上げ規模など

に基づいたグループの乗率のない平均を代入している。それぞれの均一な農場のグループ

は、少数の大／小規模或いは珍しい業者のために代入する値がバイアスを受けないように

上下双方の外れ値が除かれるが、各グループには最小で 10個の観測値が必要で、満たない

場合はなるべく均一性を保持するべく定められた優先順位でグループ統合 (collapse) を行

う。第 1段階のグループ化でほぼ 75%のインピュテーションが達成され、最終的にインピ

ュテーションができないものは 1%の半分以下である。論文では、この手法には、データの

分散が人為的に小さくなることや多変量解析において変量間の関係を保つ十分大きな変量

の集合を保てないなどの短所があるとして、多変量同時分布を一連の線形モデルに分解し、

回帰に基づいた手法を試みている。この手法は繰返し順次回帰 (iterative sequential regression, 

ISR) と呼ばれ、一連の線形モデルとインピュテーションのパラメータの推定値はマルコフ

連鎖モンテカルロ法を用いた反復によって得られる。ISRは重要な関係や回答者の分布が保

存されることが期待されるが、乗率補正 (calibration) との相互作用や外れ値評価の欠如によ

り両手法を直接比較することは困難であるとし、初期の結果は有望であり近い将来その違

いがより詳細に探求されるであろうと結論している23。 

また、Miller and Young (2015) は、NASSの諸調査におけるインピュテーションについて

報告しており、農業センサスでは、(1) 決定論理表 (decision logic tables, DLTs) の評価に基

づいて得られる値（合計が欠測している場合など）、(2) 以前の調査から得られる値、これ

は他のさまざまな NASSの調査や前回センサスなどから組み立てられる。(3) ドナーを用い

たインピュテーションの順番で行っていると記述している。また、前述の ARMS第 3フェ

ーズの 2014年調査で ISRを採用したとしている。 

 

３． 欧州 

（欧州統計システム(European Statistical System, ESS)） 

欧州統計局(Eurostat）と加盟各国の協力体制である ESSは、統計品質向上のためにさまざ

まなプロジェクトを実行している。 

Scholtus and Willenborg (2014) は、2011年から 2014年まで行われたMemobustプロジェク

トについて報告している（概略については高橋(2016)も参照のこと）。Memobustの目的の一

                                                  
22 農務省 (USDA)の統計部門。 
23 なお、論文中に 2014年の JSMにより詳細な論文を提出すると予告しているが、未入手である。 
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つにビジネス統計作成の ESSガイドラインを作成することがあるが、このガイドラインに

おいて、インピュテーションは 7節に分かれ、インピュテーションに関する特定の手法に

属さない話題の他に、一般的な手法（演繹的インピュテーション、モデルによるインピュ

テーション、ドナーによるインピュテーション）、特定のテーマ（時系列データのインピュ

テーション、Little and Su法、制約条件下のインピュテーション）について記述している。 

Di Zio et al. (2015) は、データ妥当性検証方法の一般化 (generic approach to data validation) 

を目指すプロジェクト (ValiDat Foundation Project) について報告し（同じく高橋 (2016) も

参照のこと）、その中の方法論に関するパッケージ (WP2) において、データ妥当性検証の

定義が考えられていた以上に難しく、特にデータ・エディティングとインピュテーション

の関係を明確にする必要があったと記述している。また、Giessing (2015) は、ValiDat 

Foundation Projectはその一環として ESS加盟国にアンケートを行い、人口センサス、物価、

構造的ビジネス統計 (Structural Business Statistics, SBS) の分野ではデータ・エディティング

とインピュテーションを分離処理しているところが多く、農業及び労働力統計では少なか

ったと記述している。 

 

（英国） 

Da Silva and Zhang (2014) は、英国の 2011年人口センサスにおけるインピュテーションに

より発生する分散の推定を論じているが、その中で、2011年時点のインピュテーション方

法は CANCEISに実装されたドナーによる手法で、複数のモジュールの系列を通していると

記述している。代入値を提供するドナーは、CANCEIS ver.4.5ユーザーガイドで変化をほぼ

最小にするインピュテーション動作 (near minimum change imputation actions, NMCIAs)と呼

ばれている集団からランダムに選ばれている。 

Gaughan (2015) は、英国統計局 (ONS) と国税庁が企業の売上や収益などの収集を重複し

て行っているため、これらの収集を統計調査の代わりに税務データにエディティングとイ

ンピュテーションを施して利用することの検討について報告している。その内容は、税務

データと統計調査の報告単位が異なっているため、カンパニーの税務データを企業

(establishment) ごとに統合し、雇用データによって報告単位に按分する24ことを基本とし、

カンパニーの一部に欠測値がある場合は欠測値に対し中央値によるインピュテーションを

行い、カンパニーが丸ごと欠測している場合は、報告単位に対し直接インピュテーション

を行っている。報告単位を直接インピュテーションする場合の手法としては、i) 層内の中

央値によるインピュテーション、ii) 同じくトリム平均によるインピュテーション、iii) ONS

のビジネスレジスタから得られる補助変数による比率インピュテーションを試験し、現在

結果をまとめている所である。 

 

（ドイツ）  

                                                  
24 「カンパニー」は日本で言う社内カンパニーで、「報告単位」が事業所に相当すると思われる。 
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Spies et al. (2014) は、ドイツ連邦統計局の 2010 年農業センサス25データにおける欠測値

のインピュテーションによる結果の変動係数への影響の多重代入法による評価を試みたも

のである。インピュテーションのモデルとしてはホット・デック法と予測平均値マッチン

グ (Predictive Mean Matching, PMM) を採用し、ホット・デックによるインピュテーション

は極端な値になることがある一方、PMMは現実的な結果となったと報告している。 

Spies (2015) は、初めてレジスタ･ベースで行われたドイツの 2011年人口センサスの評価

について論じている。2011年人口センサスは、自治体の人口レジスタに 10%抽出調査を加

味して行われ、抽出調査において実際に行われたインピュテーションは、コールド・デッ

ク法、演繹的 (deductive) インピュテーション、最近隣法の結合であると記述している。ま

ず、人口レジスタ又は調査員が調査中に作成した世帯の基本情報に基づいたコールド・デ

ックによるインピュテーションを行い、次に可能な所には変数間の関係性に基づいた演繹

的インピュテーションを行い、それでも欠測している値には単変数の最近隣インピュテー

ションを行っていると記述している。この論文では、多重代入法によってインピュテーシ

ョンの評価を行っている。 

 

（オーストリア） 

Kowarik et al. (2014) は、欠測値の可視化とインピュテーションのための Rパッケージ

VIMの GUI機能を備えた新バージョンについて報告している。その中で、VIMで扱える手

法は「ホット・デック法のような old-fashionedな手法から順次ステップワイズ・ロバスト

回帰法 (iterative step-wise robust regression imputation)26 のような極めて洗練 (sophisticated) 

された手法まで多岐に渡っているとし、具体的には他に k最近隣法と個別の回帰法が挙げ

られている。 

Froehlich (2015) は、オーストリアでは産業及び建築の短期統計における欠測値のインピ

ュテーションは、専門家が税務報告や社会保険会計など様々な行政上の資源にアクセスす

ることにより、ルーチンで処理していると述べている。この報告では、より早期の公表が

求められるため、X12-Arimaを用いた外れ値検出及びインピュテーションの自動化を試み、

評価している。 

 

（オランダ） 

Pannekoek et al. (2014) は、企業統計のエディティングの自動化とその評価について論じ

ている。その中でインピュテーションについて、保育所データでは演繹的インピュテーシ

ョンと最近隣インピュテーション、農作物卸売のデータでは演繹的インピュテーションと

回帰によるインピュテーションを示している。 

Hoogland (2015) はオランダ統計局の短期統計 (Short Term Statistics, STS) システムのマ

                                                  
25 高橋(2015)参照。 
26 Templ et al. (2011)。 
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クロエディンティングについて論じており、その中で欠測値は比率によるインピュテーシ

ョン、具体的には補助変数に比率を乗ずることで行い、補助変数の候補は、前期値、前年

同期値、就業者数の３つで、比率の算出に用いる回答者と補助変数はルールに基づいて決

まり、外れ値のウェイトは低く置いて算出すると記述している。 

 

（フランス） 

Deroyon and Gros (2015) は行政情報を結合して統計を作成する INSEEの年次企業統計細

密化システム (ESANE) で行っている外れ値対処のための winsorization（脚注 20参照）に

ついて論じている。ユニット無回答に対しては外れ値を winsorization によって処理した後

に乗数調整 (calibration) を行っている。財務データや社会保険の欠測値に対してはインピュ

テーションが行われており、財務データでは主に以前の年のデータに基づいている。 

 

（スイス） 

Kilchmann (2015) は、スイスの人口センサスの構造調査のデータ作成過程の評価について

論じている。スイスの人口センサスは 2010年にそれまでの古典的なセンサスから行政デー

タと標本調査を結合したものに移行し、毎年約 250,000人（抽出率約 3%）を対象に構造調

査が行われている。確定的インピュテーションと最近隣インピュテーションを行っている

こと、最近隣インピュテーションを行う SASマクロを開発したことを記述している。 

 

（フィンランド） 

Ollila (2015) はフィンランド統計局におけるエディティングの品質評価について論じて

おり、その中でモニタリングの結果としての改善の一例として、平均値によるインピュテ

ーションから中央値によるインピュテーションへの変更を挙げている。 

 

（ノルウェー） 

Foss and Seierstad (2015) は、ノルウェー統計局における行政データに基づく統計のエディ

ンティングと評価について報告している。その中で、数値変数の欠測値は前回の値でイン

ピュテーションを行い、カテゴリー変数は重要なものであるので、専門家による手作業の

エディティングを行っていると述べている。 

 

（イタリア） 

Luzi (2015) は、イタリアのビジネス構造統計が従来の報告中心から行政データの徹底的

な使用と限定的な標本調査へ移行する中での変化について記述している。従来の統計は中

小企業の標本調査と大企業の全数調査からなっており、前者については外れ値を見出だす

ための分布の分析とエラーの発見を行った後に、主な経済変数については（財務諸表や部

門別データベースの）行政記録によるインピュテーション、そしてセル内の最近隣ドナー
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によるインピュテーションを行っていた。後者については、極めて大きな企業については

注意深くフォローアップを行い、それ以外については中小企業と同じ方法によっている。

このように行政記録を補助的に用いる旧来の方法に対して、新たな方法では、行政記録を

最初の情報源とし、中小企業及び大企業のデータを補助的に用いている。この中でも、最

近隣法や予測平均法のような古典的なインピュテーション手法が用いられている。なお、

このような複数の手法を用いたインピュテーションについては 2年前に報告された Zio 

(2014)に述べられている。 

Pichiorri et al. (2015) は、農業物価指数のモデルに基づいた選択的エディテング処理につ

いて述べている。モデルに応じて指数の 1ヶ月前の値、12ヶ月前の値、前年に対する比で

伸ばした値が予測値となり、欠測値に対しては予測値によるインピュテーション又は手作

業による修正、影響の大きい値に対しては手作業による修正を行っている。 

 

（スペイン） 

Revilla (2015) は、選択的エディティングを最適化するためのモデルについて述べており、

その中で、スペイン統計局は時系列データ（産業の短期指数）の外れ値検出及びインピュ

テーションに REGARIMAモデルを用いていると記述している。 

 

（ハンガリー） 

Andics (2015) によると、ハンガリー統計局はデータ提供者への自動的なリマインダーシ

ステムを有しているが、電話や文書による督促を行う必要がしばしば生ずる。そのため、

データ収集の費用対効果の最適化を検討している。専門家によって設定された主要変数に

ついては、事前の予測値が計算され、エディティングとインピュテーションは主要変数に

集中して行われる。また、推計値へのインパクトが大きい回答者も前回の調査データや他

の情報により事前に定義されている。エディティング後の処理のために統合情報処理シス

テムを開発し、インピュテーション、外れ値処理などを行っている。伝統的なインピュテ

ーションは回帰法、最近隣法や EUの提唱する他の手法（MEMOBUST (2014)）によってい

るが、それらの妥当性の検証も予定している。 

 

(スロヴェニア) 

Seljak (2014) は、スロヴェニア統計局のデータ処理近代化システムについて論じており、

そこで例示しているインピュテーションの手法は、ドナーを用いたホット・デック法であ

る。当初のドナーは同じ自治体から選ばれ、インピュテーションのためのセルには最低 10

のデータが必要であるが、それで代入できなかった場合は対象を同じ地方に拡大し、セル

内の最低のデータ数は 5に下げられる。 

 

４． その他 
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（カナダ） 

Guertin (2014) は、カナダの 2011年人口センサスにおける CANCEISの利用とその改善点

について報告している。その中で、CANCEISのドナーによるインピュテーションは、良く

知られた Fellegi-Holt法27ではなく（as an alternative to）、最近隣法 (Nearest Neighbour 

Imputation Method, NIM)28 に基づいていると記述している。また、履歴による (historical) 或

いは回帰によるインピュテーションを直接には行わないが、ドナーを見つける際に焦点の

変数に相関のある（履歴上のあるいは回帰モデルの）変数を補助的なマッチング変数とし

て用いることによって間接的に取り扱うことができる。 

Saint-Pierre (2015) によるとカナダ統計局では経済統計のシステムを根本的に見直し、

Integrated Business Statistics Program (IBSP) の下に統合しようとしており、一つの調査が一つ

の組織で完結していた従来型の体制から機能別に組織を横断して行う体制へ移行しつつあ

る。その中で、エディティングとインピュテーションについても、一般化したシステムの

使用を義務付けることが求められている。この4年前に提出されたGodbout et al. (2011)では、

影響度 (Measure of Impact, MI) のスコアを用いた評価と督促を一定の品質が達成されるま

で繰り返す繰返し推計 (Rolling Estimates, RE) のモデルについて解説している。 

 

（ニュージーランド） 

Cox (2014) は、ニュージーランド統計局が進めているデータ処理の移行プログラムの中

で開発している大規模調査のための非回答インピュテーション・パッケージの課題につい

て、2008年から導入されたミクロ経済プラットフォーム (micro-economic platform, MEP) で

最初に統合された年次企業調査 (Annual Enterprise Survey, AES) を例にとって論じている。

AESの情報源は、税務データ(IR10)、郵送調査、政府データ（公営企業）、慈善団体のデー

タの 4種類で、税務データと慈善団体のデータの欠測値は収集時にインピュテーションを

行い、郵送調査の欠測値は統合後にインピュテーションを行うと記述している。エディテ

ィングとインピュテーションは Banff29 を含む AES エディティング＆インピュテーション

システムによって行われる。代入値を計算するに当たって、疑わしい値や外れ値は除外さ

れ、AESで用いられる主なインピュテーションは、消費税 (Goods and Services Tax, GST) に

よる比率インピュテーション、平均雇用者数 (Rolling Mean Employment, RME) による比率

インピュテーション、履歴によるインピュテーション、平均値インピュテーションの 4種

類であり、その優先順位は各変数についてさまざまな補助変数との相関や利用可能性によ

って決定される。 

また、Zabala (2015)aによると、ニュージーランド統計局では社会調査のデータを処理す

るための世帯処理プラットフォーム(Household Processing Platform, HHP)を開発し、世帯経済

                                                  
27 Fellegi and Holt (1976)。 
28 Bankier et al. (1999) 及び Bankier (2011)。なお、Fellegi-Holt法及び NIMについては、国連(2000)も参照。 
29 カナダ統計局が開発した主に数量データ用のエディティングとインピュテーションのシステム。野村総
合研究所(2013)第 4章に解説あり。 
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調査(Household Economic Survey, HES)の収入データを HHPに移行中である。この中で、デ

ータ・エディティングとインピュテーション処理は長足の進歩を遂げたと記述している30。

また、HESのエディティングについて、外れ値に優先順位をつけるため、選択的エディテ

ィングを採用すること、結果に重大な影響のあるものは手作業でエディットし、他はイン

ピュテーションを行うことなどを勧告している。収入票の欠測値、支出票のいくつかの変

数、世帯としては回答している所の個人ベースの家計簿の欠測に対しては、マッチング変

数の多くがカテゴリー変数であるため、主に CANCEIS に実装された最近隣ドナーインピ

ュテーション法が使用され、いくつかの支出の変数のインピュテーションには Banff も用

いられると記述している。 

 

５．まとめ 

以上の文献調査から得られる傾向をまとめると、対外的に公表する論文では先進事例が

紹介されることが多いことから来るバイアスはあるとしても、現時点で行われているイン

ピュテーションはホット・デック法、比率代入法などの伝統的な手法が多く、回帰代入法

や平均値代入法を用いている国（機関）も多い一方で、高度な分布モデルに基づいた手法

は米国やオーストリアなどで検討されている。また、行政情報の統計作成への利用の進展

に伴って、そのためのインピュテーションの必要性や、行政情報による統計のインピュテ

ーションについての報告も見られる。欧州統計システム(ESS)、オーストリア、フィンラン

ド、ニュージーランドでは手法の標準化が試みられている。また、インピュテーションの

ロバスト化手法については、外れ値を除去してからのホット・デック法の適用、平均値に

代わる中央値やトリム平均の使用、winsorizationの採用などへの言及が見られる。 
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参考 諸外国の公的統計における主な欠測値補完方法 

 

米国 

調査部局 調査名 補完手法 備考 

センサス局 

 

人口センサス Assignment（項目非回答

につき回答された項目

から推測） 

Allocation（ Assignment

ができない場合、他の

世帯員又は近隣世帯か

ら代入、具体的には何

種類かのホット･デッ

ク法による） 

Substitution（全世帯が欠

測した場合、近隣世帯

により代替） 

 

人種とヒスパニック系

に関する項目非回答に

ついては、過去のセン

サスその他の調査から

の回答を利用しての割

当ても行っている。 

離散データについて、対数

線形モデルに基づいた手

法を検討中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010年センサスより。 

地 域 社 会 調 査

(ACS) 

人口センサスの long 

form の手法を踏襲し、

Assignment 及 び

Allocationを適用。 

多変量モデルに基づいた

手法を検討中。 

Survey of Income 

and Program 

Participation (SIPP) 

資産と負債について、

単変量のスタックを用

いたホット・デック法

（後入れ先出し法） 

 

主に収入について、

Assignment 又は（確定

的）ホット・デック法

（人口特性の一致する

多変量のホット・デック法

(Joint Hot-Deck インピュ

テーション)及び予測平均

法(Predictive Mean インピ

ュテーション)を検討中。 

ランダム化されたホッ

ト・デック法及びモデルに

基づいた順次回帰多変量

法 (sequential regression 
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観測値を代入）。 

 

multivariate imputation, 

SRMI)による多重代入法

を検討中。 

研究開発調査(The 

Survey of Research 

and Development in 

Industry: SRDI) 

（2007年時点） 

Ad-hoc なホット・デッ

ク法（前回或いはそれ

以前の値を全体の増加

率によって補正したも

ので代替）。 

調査は” Business R&D and 

Innovation Survey”に引き

継がれた。 

 

 

経済センサス 分野ごとに異なり、鉱

工業では生産物の合計

と総売上高との差を

「特定されず」として

インピュテーションを

行わず、建設業では最

近隣法によるホット・

デック、サービス業で

は総売上高からの比率

により行っている。 

調査内容（分類）が次回か

ら大幅に変わり、生産物と

産業のリンクがなくなる

ため、比率(Ratio)によるイ

ン ピ ュ テ ー シ ョ ン と

SRMIを検討している。 

月 次 卸 売 調 査

(Monthly Wholesale 

Trade Survey, 

MWTS) 

 

 

 

 

母集団のデータを満たす

ためのインピュテーショ

ン手法を改良。ランダムフ

ォレストを条件モデルと

する連鎖方程式による多

変量インピュテーション

(MICE: Multivariate イン

ピ ュ テ ー シ ョ ン  by 

Chained Equations)の適用

について研究中。 
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労 働 統 計 局

(BLS) 

職 業 雇 用 統 計

(OES) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賃金について、同じ時

期 、 都 市 統 計 地 域

(MSA)、産業、企業規模

のドナーを定め、十分

な回答がない場合は統

合(collapse)したのちに

分布の平均を代入（ホ

ット・デック法の一

種）。 

多変量の線形モデルを用

いたインピュテーション

を検討。モデルに用いる共

分散の推計においては、雇

用・賃金プログラム四半期

センサス (QCEW)から得

た企業の賃金についての

補助データも使用。 

共分散の推計は外れ値に

敏感であるため、winsorize

したロバストな手法によ

って推計。 

雇用・賃金プログ

ラム四半期センサ

ス(QCEW) 

 

雇用と賃金について、

対象企業の過去一年の

トレンドを延長。 

セル全体或いは最近隣の

企業のトレンドを用いる

方法及び除外すべき異常

値の判定方法を検討。 

農務省 (USDA)

全米農業統計

サ ー ビ ス

(NASS) 

農業センサス 

 

以下の順番で行う。 

(1) 決定論理表(DLT)の

評価に基づいて得られ

る値（合計が欠測して

いる場合など） 

(2) 他の調査、前回セン

サスなど以前の調査か

ら得られる値 

(3) ドナーを用いたイ

ンピュテーション 
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農業資源経営調査

(ARMS)第 3フェー

ズ 

地域、農場の種類、売

上げ規模などでグルー

プを作り、impute する

値がバイアスを受けな

いようにグループごと

に上下双方の外れ値を

除いた後の乗率のない

平均を欠測値に代入

（各グループには最小

で 10個の観測値が必要

で、満たない場合はな

るべく均一性を保持す

るべく定められた優先

順位でグループ統合

(collapse)を行う）。 

繰返し順次回帰(ISR)によ

る手法を検討し、2014 年

調査で採用（多変量同時分

布を一連の線形モデルに

分解し、回帰する手法。一

連の線形モデルとインピ

ュテーションのパラメー

タの推定値はマルコフ連

鎖モンテカルロ法を用い

た反復によって得られ

る）。 

 
欧州 

調査部局 調査名 補完手法 備考 

総説（UNECE

会合参加 23 機

関） 

 回帰代入法、比率代入

法、平均値代入法、ホ

ット・デック法をそれ

ぞれ 95%以上の統計機

関で使用。事業所・企

業統計で比率代入法、

世帯統計でホット･デ

ック法の使用が多い。 

高橋(2017)による。 

欧州統計シス

テム(ESS) 

 Memobustプロジェクト

で作成されたガイドラ

インでは、演繹的イン

ピュテーション、モデ

ルによるインピュテー

ション、ドナーによる

インピュテーション、

時系列データのインピ

ュテーション、Little and 

Su法を記述。 

ESS は欧州統計局と加盟

各国の協力体制で、統計品

質向上のためにさまざま

なプロジェクトを実行し

ている。 
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英国統計局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口センサス CANCEISによるドナー

を用いたインピュテー

ション。 

 

企業統計における

税務データの利用 

カンパニーの欠測値に

ついては中央値による

補完 

企業がまるごと欠測し

ている場合は、報告単

位に対し、i) 層内中央

値による補完 ii) 層内

トリム平均による補完 

iii) ビジネスレジスタ

から得られる補助変数

による比率による補完 

を検討中 

現在検討中。 

ドイツ連邦統

計局 

2011 年人口センサ

ス 

コールド・デック法、

演繹（deductive）インピ

ュテーション、最近隣

法の結合。 

レジスタ・ベースの人口セ

ンサスの抽出調査部分の

インピュテーション。人口

レジスタ等によるコール

ド・デック法、変数間の関

係性に基づいた演繹的イ

ンピュテーション、単変数

の最近隣インピュテーシ

ョンの順に適用。インピュ

テーションの評価を多重

代入法によって行う。 

2010 年農業センサ

ス 

ホット・デック法、予

測平均値マッチング。 

インピュテーションによ

る結果の変動係数への影

響を多重代入法により評

価。 

オーストリア

統計局 

一般 

 

VIM により、ホット・

デック法、モデルに基

づいた繰り返しロバス

ト法、k最近隣法、回帰

法などが扱える。 

VIM は、欠測値の可視化

とインピュテーションの

ための R パッケージで、

最新バージョンは GUI 機

能を備える。 
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産業及び建築の短

期統計 

専門家による税務報告

や社会保険会計などを

用いたインピュテーシ

ョン。 

X12-Arima を用いた外れ

値検出及びインピュテー

ションの自動化を試行、評

価している。 

オランダ統計

局 

企業統計の自動エ

ディティング 

演繹的インピュテーシ

ョン、最近隣インピュ

テーション（保育所） 

演繹的インピュテーシ

ョン、回帰によるイン

ピュテーション（農作

物卸売） 

 

短 期 統 計 (Short 

Term Statistics, 

STS)システム（経

済統計システムの

一部） 

比率によるインピュテ

ーション 

比率の算出対象とする補

助変数は、前期値、前年同

期値、就業者数の３つを候

補として、ルールに基づい

て決める。外れ値のウェイ

トは低く置いて算出。 

フランス国立

統計経済研究

所(INSEE) 

年次企業統計細密

化 シ ス テ ム

(ESANE) 

ユニット無回答に対し

て は 外 れ 値 を

winsorization によって

処理した後に乗数調整

(calibration)を行う。 

財務データや社会保険

の欠測値に対してはイ

ンピュテーションを行

う。財務データでは主

に以前の年のデータに

基づいている。 

 

スイス連邦統

計局 

人口センサス 確定的インピュテーシ

ョン及び最近隣インピ

ュテーション。 

行政データによる人口セ

ンサスの抽出調査部分(抽

出率約 3%) 

最近隣インピュテーショ

ンを行う SAS マクロを開

発 
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フィンランド

統計局 

品質評価の一環と

して。インピュテ

ーション法のモニ

タリング 

平均値によるインピュ

テーションから中央値

によるインピュテーシ

ョンへの変更。 

 

 

 

ノルウェー統

計局 

 

行政データに基づ

く統計 

数値変数の欠測値は前

回の値でインピュテー

ションを行う。 

カテゴリー変数は専門

家による手作業のエデ

ィティング。 

 

イタリア統計

局 

ビジネス構造統計 最近隣補定法、予測平

均法。 

 

報告中心の統計から行政

データの徹底的な使用と

限定的な標本調査へ移行。 

従来は行政記録によるイ

ンピュテーション、セル内

の最近隣ドナーによるイ

ンピュテーションを行っ

ていた。 

農業物価指数 予測値によるインピュ

テーション又は手作業

による修正。 

予測値はモデルに応じて

指数の 1 ヶ月前の値、12

ヶ月前の値、前年に対する

比で伸ばした値のいずれ

か。 

スペイン統計

局 

産業短期指数 REGARIMA モデルに

よる外れ値検出及びイ

ンピュテーション。 

 

 

ハンガリー統

計局 

 

 

回帰法、最近隣法など。 

 

妥当性の検証を予定。 

 

スロヴェニア

統計局 

 

 

ドナーを用いたホッ

ト・デック法。 

 

データ処理近代化システ

ムの例示。 

セルには最低 10のデータ

が必要、それで代入できな

かった場合は対象地域を

拡大し、セル内の最低のデ

ータ数を 5とする。 
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その他 
調査部局 調査名 補完手法 備考 
カナダ統計局 2011 年人口センサ

ス 

ドナーによるインピュ

テーション(CANCEIS)。

旧来の Fellegi-Holt法に

代えて、最近隣法を使

用。 

履歴や回帰によるインピ

ュテーションは間接的に

取り扱い可能。 

労働力調査 項目非回答について

は、ホット・デック法

による代入、前月から

の 横 置 き

(Carry-Forward)、推定に

よる代入を行う。 

ユニット非回答につい

ては、回答履歴の状況

に応じて、ホット･デッ

ク法あるいはウェイト

付けによる補完を行っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

前月の回答を含め、ホッ

ト・デックのドナーとする

Longitudinal Hot-deckとい

う手法を導入。 

2005 年 1 月以前はユニッ

ト非回答の横置きも行っ

ていたが、月次変化を過小

に評価すること、クロスセ

クションでの Hot-deck に

ついても過大に評価する

こ と か ら 、 現 在 の

Longitudinal Hot-deckを用

いることとした。 

ニュージーラ

ンド統計局 

年 次 企 業 調 査

(Annual Enterprise 

Survey, AES) 

比率インピュテーショ

ン、履歴によるインピ

ュテーション、平均値

インピュテーション。 

ミクロ経済プラットフォ

ー ム  (micro-economic 

platform: MEP) に最初に

統合されたものとしての

例示。手法の優先順位は各

変数についてさまざまな

補助変数との相関や利用

可能性によって決定され

る。 



28 
 

世 帯 経 済 調 査

(Household 

Economic Survey, 

HES) 

最近隣ドナーインピュ

テーション法。 

CANCEISに実装されてい

る。いくつかの支出の変数

のインピュテーションに

は Banffも使用。 

外れ値に優先順位をつけ

るため選択的エディティ

ングを採用。 

 
 




